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1 CASL IIのプログラムの書き方の復習

CASL IIのソースプログラムの基本的な構文は、次のようになっている。これを理解して、練習問題を
解け。

ラベル欄 　 命令コード欄 オペランド欄 注釈欄

PGM START BEGIN ;プログラムの開始

BEGIN 機械語命令 オペランド ;レジスタとメモリーの操作

l
機械語命令 オペランド

RET ;命令はここまで、これ以降はデータ

A DC データ ;データの定義

↓
X DS 予約ワード数 ;メモリー領域の予約

↓
END ;プログラムの終わり

2 データの定義

2.1 10進定数

メインメモリーの内容が以下の表のようになるプログラムを作成せよ。
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ラベル 　 データ

A (1)10
C (2)10
B (−30)10
X (2)10

ラベル 　 データ

A (6)10
B (7)10
C1 (−30)10
D2 (2)10

(4)10
(8)10

2.2 16進定数

メインメモリーの内容が以下の表のようになるプログラムを作成せよ。

ラベル 　 データ

VV (1)16
WW5 (2)16
XX6 (F0A)16
A (12FF )16

ラベル 　 データ

ABC (0000111100001111)bit pattern

AKITA (1111111111111111)bitpattern

TOHOKU (1010101010101010)bit pattern

JAPAN (0101010101010101)bit pattern

(0001001101111111)bit pattern

(0000000000000000)bit pattern

2.3 文字定数

メインメモリーの内容が以下の表のようになるプログラムを作成せよ。

ラベル 　 データ

A123 ’A’

AA23 ’a’

AAAA ’3’

A101 ’#’

ラベル 　 データ

A ’%’

B ’B’

C ”’

AKI ’@’

’&’

’-’
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3 データの移動

3.1 数字の並び替え

メインメモリーの内容が以下の表のようになるプログラムを作成せよ。データを入れ替えるプログラム

である。

ラベル 　 データ (実行前) データ (実行後)

A (1)10 (4)10
B (2)10 (3)10
C (3)10 (2)10
D (4)10 (1)10

ラベル データ (実行前) データ (実行後)

Aki (1)16 (ABC)16
(ABC)16 (B123)16
(B123)16 (FFFF )16
(FFFF )16 (1)16

3.2 文字の並び替え

メインメモリーの内容が以下の表のようにデータの入れ替えをするプログラムを作成せよ。

ラベル 　 データ (実行前) データ (実行後)

A ’A’ ’D’

B ’B’ ’C’

C ’C’ ’B’

D ’D’ ’A’

ラベル 　 データ (実行前) データ (実行後)

A ’A’ ’a’

’k’ ’t’

’i’ ’i’

’t’ ’k’

’a’ ’A’

3.3 フラグレジスター

メインメモリーの内容が以下の表のようなデータの入れ替えをするプログラムを作成せよ。作成したプ

ログラムの実行段階でのフラグレジスターの値を示せ。

ラベル 　 データ (実行前) データ (実行後)

A (−1)10 (4)10
B (−2)10 (3)10
C (3)10 (−2)10
D (4)10 (−1)10

ラベル 　 データ (実行前) データ (実行後)

A (0)10 (−3)10
B (−1)10 (0)10
C (−2)10 (−1)10
D (−3)10 (−2)10
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4 レポート提出要領

提出方法は，次の通りとする．

期限 1月 20日 (金)PM1:00まで
用紙 A4
提出場所 山本研究室の入口のポスト

表紙 表紙を 1枚つけて，以下の項目を分かりやすく記述すること．
授業科目名「電子計算機」

課題名「課題 7 　冬休みの課題」
3E 学籍番号 氏名

提出日

内容 問題の解答．
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